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◆  機関誌「ほのお」記事募集 

一般財団法人全国消防協会 

一般財団法人全国消防協会では、防災思想の普及広報を積極的に推進するため、社会経済の発

展に即応した幅広い知識・技術及び消防業務全般にわたる資料を提供し、全国消防職員の資質の

向上と会員相互の情報交換、さらには融和協調に寄与させることを本旨に毎月、機関誌「ほのお」

を発行しております。ついては、次のとおり投稿記事を募集しています。 

タイトル 執筆要領 

 

 

① トップ・セカンド記事 

 

 

・全国の消防本部に知っていただきたい事業や新たな取り組

み、消防行政に役立つこと等についての記事を募集していま

す。 

・写真や図を１ページあたり２枚程使用し、２頁で3000字、４

頁で6000字、６頁で9000字を目安にご執筆をお願いします。 

 
② 知識・技術の伝承 

―教えて！消防技術― 

・過去の災害や各種事業等で工夫した点、苦慮した点、経験談

等、次の世代に伝えたいこと、残したいことについて、是非ご

執筆ください。 

・警防、救急業務等に限らず、予防、指令やその他の消防業務

全般についても記事を募集しています。 

 

③ 女性職員の活躍・推進 

 

 

 
④ 消防ワイド 

 

 

・女性消防職員の配属先、モチベーションを向上させるための

施策、先進的な処遇、今後の方向性、女性職員ならではの奏功

事例等についてご執筆ください。 

・100文字程度のWord原稿及びJPEG画像データ（写真掲載は１枚

となります。）を、担当者あてに送信願います。写真のデータ

はWordやExcelに貼り付けずに、JPEGデータで送付してくださ

い。 

・多数のご投稿をいただいており、掲載できない場合もござい

ます。 

②③ 執筆要領 

・原稿：Wordで２～４頁で作成（文章全体で2000～4000文字程度） 

「はじめに」として、冒頭に消防本部の構成市町村、管轄人口、管轄面積、管轄区域の主な

地形、消防本部の体制、消防職員数、基本施策などの本部の概要が把握できる文章を500文字

程度で、「おわりに」として、掲載記事に関すること、全国の消防本部に発信したこと等を500

文字以内で執筆願います。 

・画像：画素数の高いJPEG（記事に合わせ数点）※画像の説明（キャプション）は25文字程度 

・図面：Word、Excel、AI等 ※PDF化していないデータ 

④ 注意事項 

・消防ワイドは、写真中心のビジュアルな情報伝達に重点を置いてます。速報性を求める場合 

 や文章により伝える情報量が多い場合は、週間情報weekly@fcaj.gr.jpに投稿してください。 

 なお、消防ワイド、週間情報の両方に投稿された場合、どちらか一方にのみ掲載することが

あります。 

① ② ③の記事は、kikakoho@fcaj.gr.jp  担当 企画課 石原あてにメールをお願いします。 

④消防ワイドは、honoo@ffaj-shobo.or.jp  担当 企画課 原あてにメールをお願いします。 

各コーナーとも、投稿いただいてもすぐに掲載できない場合や未掲載となる場合もありますので

ご承知おきください。 

ご投稿、心よりお待ちしております。 

№０５１６ 

発行日 令和５年５月９日 

発行所 全国消防長会 

一般財団法人全国消防協会 

担  当 企画部企画課 03-3234-1321 
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◆ 第１０５回全国消防長会財政委員会を開催 

全国消防長会財政委員会 

令和５年４月２４日（月）、山形県山形市（ホテルメトロポリタン山形）において、第１０５回

全国消防長会財政委員会を開催しました。 

会議の議題等は、次のとおりです。 

【報告事項】 

第１０４回財政委員会以後の経過報告 

【議題】 

１ 実践的訓練施設整備に係る財政措置の拡充について 

２ 消防防災分野におけるＤＸについて 

３ 緊急消防援助隊の体制を維持するための財政措置等について 

４ 消防水利の財政措置について 

５ 地方交付税の所要額の確保について 

６ 令和６年度国の予算概算要求に関する要望書（案）について 

【情報交換・情報共有】 

 新型コロナウイルス感染症の５類移行に関する緊急要望について 

【その他】 

 次期開催地について 

     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【財政委員会の様子】 
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訓   練 

◆ 大倉山ジャンプ競技場において合同救助訓練を実施 

札幌市消防局（北海道） 

札幌市消防局では、令和５年４月１９日（水）、大倉山ジャンプ競技場において、株式会社札幌

振興公社大倉山事業部と合同救助訓練を実施しました。 

この訓練は、当消防局と同事業部が相互に連携し、リフトや大倉山山頂の展望台に取り残され

た乗客を救出し、災害対応能力の向上を図ることを目的に実施したものです。 

当日は、同事業部職員が１１９番通報を行うとともに、リフトに取り残された乗客を救出する

一方、当消防局特別高度救助隊が大倉山山頂の展望台に取り残された自力歩行不能の要救助者を

救出し、相互に活動内容の共有が図られ、有意義な訓練となりました。 
 

  
 

 

 

 

 

◆ 緊急自動車運転技術訓練を実施 

厚木市消防本部（神奈川） 

厚木市消防本部では、令和５年４月１７日（月）、２４日（月）の２日間、市内にある自動車学

校の施設において、緊急自動車運転技術訓練を実施しました。 

この訓練は、当消防本部の全職員が安全管理者の視点を持ち、走行時における危険を回避する

技術を習得することを目的として実施したものです。 

 当日は、狭隘道路や車両後退時の走行における注意事項について、全職員で確認することがで

きました。 

 今後も、安全確認を徹底し、交通事故防止に努めてまいります。    

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【訓練の様子】 

【訓練の様子】 
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◆ ３機関合同テロ対策訓練を実施 

銚子市消防本部（千葉） 
銚子市消防本部では、令和５年４月２５日（火）、ＪＲ銚子駅構内において、消防、警察、ＪＲ

の３機関で合同テロ対策訓練を実施しました。 

 この訓練は、各関係機関の連携活動を強固にすることを目的として実施したものです。 

当日は、ＪＲ銚子駅の駅員にご協力を頂き、列車内、駅構内で無差別殺傷事件が発生したとい

う想定で、初動対応、避難誘導、救助救護活動をブラインド型の実動訓練として行い、活動内容の

改善点などを確認するとともに、連携強化を図ることの重要性を再認識できました。   

   
 

 

 

 

 

 
◆ 電気事故対応訓練を実施 

福知山市消防本部（京都） 
福知山市消防本部では、令和５年４月２５日（火）、２６日（水）の２日間、関西電力送配電株

式会社と電気事故対応訓練を実施しました。 

この訓練は、これから夏に向けて熱中症が増加すると見込まれることから、その影響により「作

業員が、電柱での高所作業中に身動きが取れなくなった。」という想定で実施したものです。 

当日は、消防と電力会社が必要とする情報、知識、技術等を共有し、相互の活動連携を図ること

ができ、大変有意義なものとなりました。 

 今後も継続した訓練を行い、事故発生時に安全・確実・迅速な救助活動が行えるよう、災害対応

力の向上に努めてまいります。 

   
 

 

 

 

 

【訓練の様子】 

【訓練の様子】  
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◆ 中頭病院ドクターカー連携訓練を実施 

うるま市消防本部（沖縄） 
うるま市消防本部では、令和５年４月２８日（金）、当消防本部石川消防署において、中頭病院

ドクターカー連携訓練を実施しました。 

この訓練は、当消防本部とドクターカーの連携を再確認することを目的として、２症例の想定

訓練と情報交換を実施したものです。 

当日は、昨年度からドクターカーに導入している「ＤｒＣａｒ運用ＩＰ無線アプリＢｕｄｄｙ

Ｃｏｍ」を活用し、高機能患者シミュレータＳｉｍＭａｎに気管挿管や胸腔ドレナージを行った

ほか、高速道路で活動する際のドッキング場所や活動内容を確認するなど、充実した内容となり

ました。 

   
 

 

 
 

研   修 

◆ 管理職を対象とした訓練指導員研修を実施 

西胆振行政事務組合消防本部（北海道） 

西胆振行政事務組合消防本部では、令和５年４月１３日（木）、当消防本部の管理職を対象とし

た訓練指導員研修を実施しました。 

この研修は、管理職としての訓練指導力、人材育成能力、安全管理能力の向上を図ることを目

的として実施したものです。 

当日は、自身が指導者であることを再認識するとともに、改めて基礎訓練を行うことで訓練指

導要領を再確認することができ、人材育成能力等の向上を図ることができました。 

今後も、あらゆる災害に迅速、的確に対応できるよう、管理職の人材育成能力等の向上に努め

てまいります。 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

【研修の様子】 

【訓練の様子】  【訓練後の記念撮影】  
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◆ ハラスメント研修を実施 

甘木・朝倉消防本部（福岡） 

甘木・朝倉消防本部では、令和５年４月２０日（木）、２１日（金）の２日間、当消防本部の全

職員を対象に、ハラスメント研修を実施しました。 

この研修は、一般社団法人日本防災教育訓練センター代表理事のサニーカミヤ氏をお招きし、

消防組織特有のハラスメントの予防法と対処法についてご講義いただいたものです。 

研修では、「ハラスメント対策は人材育成対策であり、消防業務に愛と熱意を持って取り組み、

自主性のある人材を育てることが、ハラスメント対策につながる。」とご講義いただき、有意義な

研修となりました。 

今後も、ハラスメント防止体制の強化に努めてまいります。 

  
 
 

 

そ の 他 

◆ 火災調査アドバイザー認証交付式を実施  

磐田市消防本部（静岡）  

磐田市消防本部では、令和５年４月２４日（月）、火災調査アドバイザー認証交付式を実施しま

した。  

火災調査アドバイザーとは、当消防本部において平成２９年度から実施している取り組みで、

火災調査に精通した職員を認定し、火災調査現場や講習会における助言や指導を行うことを目的

として認定しているものです。 

交付式では、火災調査アドバイザーとして新たに認定された２人に対して、消防長から認定者

の火災調査服に、ワッペン型の認証を取り付けました。 

今後も、火災調査アドバイザーを中心に、火災原因の究明と組織全体の火災調査に関する知識・

技術の向上に努めてまいります。 

 
 
 

 

 

【研修の様子】 

【交付式後の記念撮影】 



7 

 

◆ 煙体験ハウスとスモークマシン寄贈式を実施 

平塚市消防本部（神奈川） 

平塚市消防本部では、令和５年４月１０日（月）、高砂香料工業株式会社平塚工場から、煙体験

ハウスとスモークマシンの寄贈を受け、寄贈式を実施しました。 

 この寄贈は、「市民の安心・安全に寄与するとともに、火災予防の推進に協力したい。」という同

事業所の申し出を受けて実現したものです。 

また、寄贈式に先立ち、同事業所と寄贈品を使用した消防訓練を行い、濃煙内での視界不良や

避難の困難さを体験していただきました。 

今後、消防訓練や消防関連イベント等で活用し、市民に対する火災予防の啓発推進に役立てて

まいります。 

 
 

 

 

 

 

 

◆ 令和５年度三鷹消防少年団入団進級式を実施 

東京消防庁（東京） 

 東京消防庁三鷹消防署では、令和５年４月１６日（日）、消防大学校の体育館において、令和５

年度三鷹消防少年団入団進級式を実施しました。 

 この入団進級式は、須藤団長から新入団員１３人に入団承認証が交付されたほか、昨年度、積

極的に活動に参加した団員たちに表彰状を贈呈したものです。 

 また、三鷹消防少年団員として心がける、「７つのちかい」を団員全員で宣誓し、三鷹消防少年

団の新しい１年がスタートしました。 

 
 
 

 

 

 

 

【訓練の様子】 

【入団進級式の様子】 
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◆ 天妃こども園幼年消防クラブ結成式を実施 

那覇市消防局（沖縄） 

 那覇市消防局では、令和５年４月１８日（火）、天妃こども園幼年消防クラブ結成式を実施しま

した。 

 この結成式は、同園年長クラスを対象として、幼年期から正しい火の取り扱いを学び、火遊び

などによる火災の減少と防火防災意識の高揚につなげることを目的として実施したものです。 

 当日は、幼年消防クラブ旗の授与を行い、クラブ員が防火のちかいを宣誓した後、消防隊員と

一緒に踊り、交流を深めました。 

 今後も、同園と協力して、避難訓練、防火講話、消防署見学などを実施し、将来の地域防災の担

い手を育んでまいります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 消防庁舎に火災予防啓発用のぼり旗と鯉のぼりを掲揚 

 有明広域行政事務組合消防本部（熊本） 

有明広域行政事務組合消防本部では、令和５年４月２６日（水）、消防本部・玉名消防署庁舎に

おいて、火災予防啓発用のぼり旗と鯉のぼりを掲揚しました。 

この鯉のぼりは、当消防本部の職員から使用しなくなったものを集め、管内住民に対して、元

気に泳いでいるとき（風の強いとき）は、火の取り扱いに注意してもらうことを目的として掲揚

したものです。 

鯉のぼりを見た来庁者や住民からは、歓声が上がっていました。 

今後も、さまざまな工夫を凝らし、火災予防の広報を継続して行ってまいります。 

  
 

 

 

 

 

【結成式の様子】 

【鯉のぼりの様子】 
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◆ 防火行事「チビッ子火の用心広報隊」を実施 

岩見沢地区消防事務組合消防本部（北海道） 
岩見沢地区消防事務組合消防本部では、令和５年４月２０日（木）から３０日（日）までの北海

道内春の火災予防運動期間中に、防火行事「チビッ子火の用心広報隊」を実施しました。 

この行事は、住宅用火災警報器を販売している物販店舗において、幼年消防クラブ員３１人が

実際の消防車を題材に描いた消防車の絵をもとに、買い物かご用に火災予防チラシを製作し、来

客者に対して、当該機器の設置、維持管理及び普及について呼びかけの広報を実施したものです。 

この火災予防チラシは、全３１種類あり、利用客が買い物かごを手に取った時に、直接視界に

入るよう工夫しました。 

また、絵を描いたクラブ員がご家族と一緒に来店した際、自分たちの描いた絵の火災予防チラ

シを見て、大変喜んでいたとのことでした。   

   
 

 

 

消防庁通知等 

◆ 土砂災害に対する防災訓練の実施について（依頼） 

（消防災第６７号、国水砂第１９号、令和５年４月２０日） 

消防庁国民保護・防災部防災課長、国土交通省水管理・国土保全局砂防部砂防計画課長から都

道府県防災主管部（局）長、都道府県砂防主管部（局）長あてに通達が発出されましたので、お知

らせします。 

 

防災行政の推進に御尽力いただき、厚く御礼申し上げます。  

さて、令和４年においても、８月から９月には平年を上回る土砂災害が発生するなど、全国各

地で土砂災害が発生し、死傷者を伴う被害も発生しました。 

―以下省略― 

 

○ 全文は、消防庁ホームページ 

（https://www.fdma.go.jp/laws/tutatsu/items/230420_bousai_1.pdf）に掲載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担 当：消防庁国民保護・防災部防災課  

課長補佐  福原、防災調整係長 遠矢  

電話：03-5253-7525  FAX：03-5253-7535  

 

国土交通省水管理・国土保全局  

砂防部砂防計画課 地震・火山砂防室  

企画専門官 竹島、地震対策係長 鈴木  

電話：03-5253-8468 FAX：03-5253-1610 

【消防車の絵を描いている様子】 【火災予防チラシ】 

https://www.fdma.go.jp/laws/tutatsu/items/230420_bousai_1.pdf
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◆ 防災・危機管理 e-カレッジのコンテンツの追加について                          

（消防災第７１号、令和５年４月２０日） 

消防庁国民保護・防災部防災課長から各都道府県消防防災主管部長、各消防本部消防長あてに

通知が発出されましたので、お知らせします。 

 

平素より消防行政に御理解と御協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

このたび、防災知識や災害時の危機管理について学習することができる「防災・危機管理 e-カ

レッジ（以下「本サイト」）」に、下記のコンテンツを追加しましたのでお知らせします。 

―以下省略― 

 

○ 全文は、消防庁ホームページ 

（ https://www.fdma.go.jp/laws/tutatsu/items/994702167d37c6e61594e9a8899defe8d5c9ed84.pdf）

に掲載されています。 

 

 

 

 

 

 

◆ 衣類乾燥除湿機のリコールについて                       

（事務連絡、令和５年４月２０日） 

消防庁予防課から各都道府県消防防災主管課、東京消防庁・各指定都市消防本部あてに事務連

絡が発出されましたので、お知らせします。 

 

貴職におかれましては、平素から消防行政に格別のご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げ

ます。  

パナソニック株式会社から、衣類乾燥除湿機のリコールについて、別添のとおり情報提供を受

けましたのでお知らせします。 

―以下省略― 

 

○ 全文は、消防庁ホームページ 

（https://www.fdma.go.jp/laws/tutatsu/items/050420_yobo_2.pdf）に掲載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防庁国民保護・防災部防災課 

担当：福原補佐、遠矢係長、日比野 

T E L：03-5253-7525 

E-Mail：bousaityousei@ml.soumu.go.jp 

消防庁予防課 

担 当 濱田・泉・倉田 

電 話 03-5253-7523 

E-mail: h.kurata@soumu.go.jp 

https://www.fdma.go.jp/laws/tutatsu/items/994702167d37c6e61594e9a8899defe8d5c9ed84.pdf
https://www.fdma.go.jp/laws/tutatsu/items/050420_yobo_2.pdf
mailto:bousaityousei@ml.soumu.go.jp
mailto:h.kurata@soumu.go.jp


11 

 

◆ 林務担当部局と連携した救急・救助訓練の推進について（通知）                     

（消防参第１１８号、消防救第１０４号、令和５年４月２０日） 

消防庁国民保護・防災部参事官、救急企画室長から各都道府県消防防災主管部（局）長あてに通

達が発出されましたので、お知らせします。 

 

標記の件について、林野庁林政部経営課長から「地域消防と連携した救急・救助訓練等の推進

について」（令和５年４月10日付け４林政経第925号）（以下、「林野庁通知」という。）により

協力依頼がありましたので、情報提供するとともに、下記事項にご留意のうえ各都道府県林務部

局等と連携した訓練の推進をお願いいたします。 

―以下省略― 

 

○ 全文は、消防庁ホームページ 

（ https://www.fdma.go.jp/laws/tutatsu/items/e1057493108ffe70c038cd23a1d5a58d07a7b5b6.pdf）

に掲載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ先】 

【救助】消防庁国民保護・防災部参事官付救助係 

担当 志水・戸田 

電話：03-5253-7507  

Mail: fdma.kyuujo@soumu.go.jp 

 

【救急】消防庁救急企画室 救急連携係 

  担当 門口・西川 

電話：03-5253-7529  

Mail:kyukyukikaku-kyukyurenkei@soumu.go.jp 

https://www.fdma.go.jp/laws/tutatsu/items/e1057493108ffe70c038cd23a1d5a58d07a7b5b6.pdf
mailto:fdma.kyuujo@soumu.go.jp
mailto:kyukyukikaku-kyukyurenkei@soumu.go.jp
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◆ 火災予防、危険物保安及び石油コンビナート等の保安の各分野における消防法令に基づく処 

分通知等のデジタル化について                     

（消防予第２９０号、消防危第１１８号、消防特第８９号、令和５年４月２７日） 

消防庁予防課長、危険物保安室長、特殊災害室長から各都道府県消防防災主管部長、東京消防

庁・各指定都市消防長あてに通達が発出されましたので、お知らせします。 

 

平素から消防行政に御理解と御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。  

火災予防関係手続における電子申請等の導入については、早期の導入に向けて各消防本部にお

ける取組を推進いただいているところです。 

―以下省略― 

 

○ 全文は、消防庁ホームページ 

（https://www.fdma.go.jp/laws/tutatsu/items/230427_yobou_290-hiho_118-tokusai_89.pdf）に掲 

載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問い合わせ先） 

予防課 

担当：米田、中嶋、原口 

TEL ：03-5253-7523 

MAIL：yobo@soumu.go.jp 

危険物保安室 

担当：竹村、有働 

TEL ：03-5253-7524 

MAIL：fdma.hoanshitsu@soumu.go.jp 

特殊災害室 

担当：脇坂、髙橋、前田 

TEL ：03-5253-7528 

MAIL：tokusaishitsu@soumu.go.jp 

 

https://www.fdma.go.jp/laws/tutatsu/items/230427_yobou_290-hiho_118-tokusai_89.pdf
mailto:yobo@soumu.go.jp
mailto:fdma.hoanshitsu@soumu.go.jp
mailto:tokusaishitsu@soumu.go.jp
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◆ 新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけの変更に伴う避難所における新型コロナ 

ウイルス感染症の感染対策等について 

（府政防第７０４号、消防災第８０号、健感発０４２８第４号、令和５年４月２８日） 

内閣府政策統括官（防災担当）付参事官（避難生活担当）、消防庁国民保護・防災部防災課長、

厚生労働省健康局結核感染症課長から各都道府県、保健所設置市、特別区の防災担当主管部（局）

長、衛生主管部（局）長あてに通知が発出されましたので、お知らせします。 

 

新型コロナウイルスの自宅療養者等の避難方法や避難所における新型コロナウイルス感染症の

感染対策等については、「避難所における新型コロナウイルス感染症への対応に関するＱ＆Ａ（第

３版）について」（令和３年５月13日付け府政防第626号他）をはじめとする累次の通知及び事務

連絡等によりお示ししてきたところです。 

―以下省略― 

 

○ 全文は、消防庁ホームページ 

（https://www.fdma.go.jp/laws/tutatsu/items/230428_bousai_1.pdf）に掲載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本件問合せ先＞  

内閣府政策統括官（防災担当）付参事官（避難生活担当）付  

伊藤、内田、真鍋、坂本 

TEL 03-3501-5191（直通） 

  

消防庁国民保護・防災部防災課  

福原、遠矢、木本、日比野  

TEL 03-5253-7525（直通） 

  

厚生労働省健康局結核感染症課  

谷口、杉原  

TEL 03-3595-2257（直通） 

https://www.fdma.go.jp/laws/tutatsu/items/230428_bousai_1.pdf
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報道発表 

◆ 令和５年春の褒章（消防関係） 

（令和５年４月２８日、消防庁）  

  令和５年春の褒章（消防関係）受章者は１０４名で、褒章別内訳は次のとおりです。 

 

紅綬褒章            １名  

 

黄綬褒章            ７名  

 

藍綬褒章           ９６名  

  

  計            １０４名  

 

         （受章者名等は、別紙の受章者名簿に記載されています。） （別紙省略） 

 

発令年月日    令和５年４月２９日（土） 

―以下省略― 

○ 全文は、消防庁ホームページ 

（https://www.fdma.go.jp/pressrelease/houdou/items/ff20bcff55ff92b66b945580bc80d24fa201d0a7

.pdf）に掲載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 令和５年春の叙勲（消防関係） 

（令和５年４月２９日、消防庁）  

  令和５年春の叙勲（消防関係）受章者は６２２名で、勲章別内訳は次のとおりです。 

 

  瑞宝小綬章           ３７名  

  旭日双光章            ５名  

 瑞宝双光章          ８８名  

瑞宝単光章         ４９２名 

  

     計            ６２２名  

 

         （受章者名等は、別紙の受章者名簿に記載されています。） （別紙省略） 

 

発令年月日    令和５年４月２９日（土） 

―以下省略― 

○ 全文は、消防庁ホームページ 

（https://www.fdma.go.jp/pressrelease/houdou/items/230429_soumu_1.pdf）に掲載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連 絡 先 

消防庁総務課 

泉水政策評価広報官･中原主査・田中事務官 

Tel 03(5253)7521 内線 42173 

 

連 絡 先 

消防庁総務課 

泉水政策評価広報官･中原主査・田中事務官 

Tel 03(5253)7521 内線 42173 

 

https://www.fdma.go.jp/pressrelease/houdou/items/ff20bcff55ff92b66b945580bc80d24fa201d0a7.pdf
https://www.fdma.go.jp/pressrelease/houdou/items/ff20bcff55ff92b66b945580bc80d24fa201d0a7.pdf
https://www.fdma.go.jp/pressrelease/houdou/items/230429_soumu_1.pdf
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情報提供 

◆ 指定店登録事業者からのお知らせ（令和５年４月分） 

一般財団法人全国消防協会 

  一般財団法人全国消防協会では、指定店登録事業者からのご案内をメールにて定期的に各消

防本部へ配信しています。４月は以下の配信を実施いたしました。お見逃しの方は、指定店専

用Ｗｅｂサイト「消防優待マーケット」にてご確認ください。 

 １ ４月５日（水）配信 

  ⑴ 【冠婚葬祭】結婚式場の限定割引と特典：株式会社エスクリ 

  ⑵ 【自動車】自動車の特別販売：株式会社マツシマホールディングス（滋賀県・京都府の 

み） 

  ⑶ 【飲料・食料品】ワインの特別販売：ワインキュレーション株式会社 

 ２ ４月１２日（水）配信 

  ⑴ 【家電・生活雑貨・日用品】ランドセルの特別販売：株式会社サクセス・ワールド 

  ⑵ 【家電・生活雑貨・日用品】ミラクル・クリーンパウダーの特別販売：株式会社

DREAM TOKYO 

  ⑶ 【自動車】おクルマ購入サポート制度：東京海上日動火災保険株式会社 

 ３ ４月１９日（水）配信 

 ⑴ 【住宅】来場キャンペーン及び不動産相続セミナー：ミサワホーム株式会社 

⑵ 【飲料・食料品】ポカリスエットアイススラリー等の特別販売：大塚製薬株式会社 

 ４ ４月２６日（水）配信 

  【家電・生活雑貨・日用品】化粧品の特別販売：株式会社ケイ・エフ・ジー 

  

  Ｗｅｂサイト「消防優待マーケット」では、上記のお知らせを含めた最新の情報を掲載して

おり、スマートフォンなどですぐに確認することができます。 

  本サイトは消防職員のみに公開しています。アクセス方法（ＵＲＬ及び２次元コード）は、各

消防本部あてに送付しました案内文書（令和５年４月５日付全消協第３７４号）又は案内チラ

シ（令和５年４月２６日メール配信）をご確認ください。また、以下の問合せ先でもお知らせし

ています。 
     

 

 
                           

 

 

 

週間情報への投稿は企画課へ！ 
週間情報では、各消防本部の身近な情報を掲載していますので情報をお寄せください。 

【特徴】 

・原則毎週刊行される、速報性のある広報 

・文章中心の情報量が多い広報 

【留意事項】 

・配信日（原則火曜日）から前２週間以内のイベント、訓練等を中心に掲載しています。 

・文章は、Wordで２００～４００文字程度で作成をお願いします。 

・写真は、１～２枚を Word に貼り付けて送付してください。 

（貼り付けできない場合は、JPEG画像データを送付してください。） 

・週間情報、消防ワイドの両方に投稿された場合、どちらか一方にのみ掲載することがあり

ます。 

・掲載が決定した場合のみ、担当者よりメールを返信させていただきます。 

TEL：03-3234-1321「週間情報」担当：企画課 岡﨑 

原稿データは、weekly@fcaj.gr.jp に送信願います。 

【問合せ先】 

業務課  

担当：石井健一、茂呂 

 メール：zaimu-5@fcaj.gr.jp\ 

mailto:weekly@fcaj.gr.jp
mailto:zaimu-5@fcaj.gr.jp

